
万代橋下流橋下部工事

―無人化施行によるニューマチックケーソン基礎工の施行と地質について―

大矢真二*

1．はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　上部工形式　3径間連続PC箱桁

　万代橋下流橋は，一般国道7号万代島ルート　　　下部工形式　橋台：逆T式　橋脚：壁式

線（新潟バイパス紫竹山IC～寄居町日銀前交　　　基礎工形式　橋台：鋼管杭（φ1000）

差点L＝5．6㎞）のうち，万代橋下流橋事業化区間　’　　　　　　橋脚：ニューマチックケーソン

（東堀十番町～万代島L＝L3㎞）の信濃川に架か　　　　　　　　　　　　（作業室面積：720㎡）

るL＝212mの橋梁である。（図一1）
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図一1　位置図
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2．万代橋下流橋の概要

分割発注し，工轄手したものである・（図一2・3川　　・』と＝＿＝措＿＿，Lぜ一1．n

橋梁構造規格

橋長　　　　L＝212．1m　　　　　　　　　　　　　　　　　図一3‘平面図

荷重　　　　B活荷重

幅員　　　　40m

支承形式　　橋台：スライド支承　　　　’

　　　　　　橋脚：反力分散支承
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　　　図一4　椙脚断面図　　　　　　　　　　しており、－50m～一］00mまでは海成性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の粘性土、それ以深は砂質土と粘性土の互層か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らなる．

衷貞　　　　　　　　　　　頗戟　　　　　　　　　　　　表一1　地層構成

図一5　上部工撞準断面図
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図一6　地質想定断面図
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　1．液状化にっいて　　　　　　　　　　　　　　　2．流動化について

　　昭和39年の新潟地震や」｜X成7年兵llli県南　　　流動化現象は、液状化現象に伴い地盤が支持

部地震では、広範囲な地域で液状化が発生し、　　カを失い、液体のように振る舞って水平方向に

多くの被害が発生した。兵庫県南部地震以降道　　流動する現象で、主に水際付近において発生す

路橋示方書が改訂され、液状化判定の方法の改　　ることから特に橋梁にその影響が考えられ、側

訂、流動化による耐震設計法が規定された。　　　方移動や落橋が予想される。

，本橋においても液状化・流動化の可能性があ　　　検討の結果、液状化層と非液状化席の境界部

るため、詳細な調査を実施した。　　　　　　　　付近で最も大きく、13tf／m2の流動力が基礎に作

　その結果、－20m以浅のヘドロ層・砂質土　　用する。

層ともタイプ1・タイプ2のいずれの地震動タ　　　また、液状化の対象とする深度20mでも11t

イブにおいても液状化が予想されるFL≦1を　　f／m2の流動力が基礎に作用する結果となった。

しめしており、液状化層と判定された。

　また、土質定数低減系数DEについてもほとん

どの層において低減する必要が生じた。さらに

耐震設計上の地盤面についてもヘドロ層の下の

第1砂層を設計地盤面とする必要が生じた

　表一2耐震設計上の地盤面と低減系数DE
．，．
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3．機雷探査　　　　　　　　　　　　　　　　　ロッド割の決定にあたっては，過去の施．1二事

信濃川河1二1部に位置する新潟西港周辺地　　　　　例及び理論沈下計算から図一9のとおりロッド

域は太平洋戦争末期の昭和20年5月から　　　　割を決定した。

の機需投下地域であり，未回収の機雷が多

数存在することから，築島・桟橋施工箇所　　　　　　　　　　10oΩ　　　　　　　　　　　　　o

について事前に繍擁を錨することと　　　　　　l　　l・
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一＝＝：：：　　　　　　　　’＿．．＿．．　　旨

　機需探査は，ボーリング孔を利用しセン　　　　　　！　　．＿．　．．品ポ＿．1．＿．～＿．．　・o・…　百

サーによる鉛直探査を中心に異物が確認さ　　　　　川　　　　　　　　　　、　　　　．　　　H
れ端合には潜水士による潜水糎で実施　酬匝⊇18・F一叶綿酬　　　匡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～．、。。11。。176。。　　17部1　11759

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　00　　　　　　．
4．橋脚施工フロー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38200

　河川内に施工する橋脚の施工フローは図一8　　　　　　　図一9ケーソンロッド創図

のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　厳装の基数の設定にあたっては，掘削面積及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び作業効率等を考慮し，作業員出入り用のマン

　　　　　　　準備エ　　　　　　　　　　　ロツク2基・掘削土砂搬出用のマテリアルロツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク3基とした。（図一10）
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ケーソン躯体構築　3，4ロッド
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沈　下　完　了

橋御躯体構築
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図一10　筒装平面図

図一一8　播脚施工フロー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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5．無人化・情報化施工

　本橋程度の掘削作業室面積（約720πi）に

なると，通常の人力併用機械掘削で施工した場

合には掘削作業を行う潜函工が20人程度必要

となリ，実掘削作業時聞も約311寺問程度と効率　　　　　．

の悪い作業となります。　　　　　　　　　　　　　　ξ

　そこで本橋の場合それらの問題点を解消し， 溢
；　竺が期待される蜘’‘’報化施工を　’r三猷、．ゴ

　「無人化施工」とは，ケーソン内の掘削を圧　　　　　　写克一1無人化旋工状況①

気作業室に設置した天井走行式ショベルにより

掘削する工法で，函内に設置した複数の監視力　　　　　、

よリ行う掘削工法である．（図叫1．写真一1，2）　　　　　　＿　　　　　　　　　ザ．♂ら　　、

化施工を確実にバックアップするものである。　　　　　　　写真一2無人化施工状況②

　ケーソンの傾斜・作用荷重・躯体応力・周辺

状況を圧気作業室に設置した沈下計・傾斜計等

各種計測機器により計測し，必要なリァルタイ

ムな情報を正確に把握し，収集したデータを施

工にフィードバックすることによリ、施工状況

の変化に迅速に対応した安全・確実な施工管理

を行うシステムです。（図一｛カ

クo一

ケーソン円の■醐3．田内に版■した根口の

：：㌶巽：シ誕雲：ぽ…　毛；ち・・一・
江　　工

　　計白頃■
●■一’捕書●“工

●■一ソン巳●“4■量●垣

●ラーソン亀町謹c■‘力・蜜●ト表

●●質停口冑鶴●・

：　　　Hン゜己蚊毘゜貿駈’臼
　　　ロヤづソンエマロ　　ロロ

1　　・・一脚…
　　　ロケロソンエロニカ
：　　・・一…m・里
　　　■塙z白己ロ量ク

　　　　貝竃時
　ぎ司舞宝　　　■竃恒とoヒ竃

茸下予識　　：

恒ロ句諏ξ■悟
●●ξ自工・

蔦工誤o稔世

1 1頴デ＿9。詮ロ’ @1

気下費績凸鷲祭　　　　データの9承

1

罰ロ亨→o記o
工亨干恒辱里口頓取

●堰口o誤“

　白口顎込口百

　　ばぷげロロ
図一11照人化ケー〉ン工法概念図　　　　　　　　　　　　　　図一⑫　情軽化沌エフロー

一31一



6．事業PR
　施｜二場所が，ll∫民の憩いの場として信濃川堤

防上に投置された緑道に近いことや市街地に隣

接していることから一般市民の方に1∬業を理解

していただくために工亭∬・コニ法の説明パネルや

模型・ビデオ等を中心としたインフォメション

センターを設粗し，事業PRを行っています。

（写真一3）

　　写頁一3　インフォメーションセンター風景

　また，最新の工事進捗状況についてインター

ネットのホームページでもお知らせしています．

アドレス（http：／／www．hr』oc．go．jp／nikoku）

7．おわりに

　工事は、詳細な地質調査の結果順調に進み、

6月中句現在橋脚躯体のほぼ半分が完成し、上

部工事の施工にかかる直前まで進捗しており、

2002年の供用目指して今後も安全に注意し

ながら工事を進めていきたい。
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